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新
年
会
開
催 

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
の 

交
流
会
に
参
加 

     
 

二
月
三
日
（
火
）
午
後
六
時

三
〇
分
よ
り
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

白
山
二
階
宴
会
場「
フ
ロ
ー
ラ
」

に
お
い
て
来
賓
に
髙
松
会
頭
、

松
本
副
会
頭
、
小
柳
副
会
頭
、

加
藤
専
務
理
事
を
お
迎
え
し
新

年
会
が
開

催
さ
れ
ま

し
た
。
最

初
に
吉
田

三
和
子
女

性
会
会
長

に
よ
る
開 

会
の
挨
拶

で
は
、
今 

     

年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
第
四
十

七
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
石
川
全
国
大
会
へ
の
参

加
協
力
と
全
国
の
商
工
会
議
所

女
性
会
会
員
の
皆
さ
ん
が
石
川

へ
来
県
さ
れ
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
よ
う
こ
そ
加
賀
・
能
登
・

金
沢
へ
～
つ
な
ご
う
心
石
川
で

～
」
の
よ
う
に
会
員
相
互
の
心

が
一
つ
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
、

大
会
成
功
へ
の
気
持
ち
を
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
髙
松
会
頭
よ

り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
が

徐
々
に
地
方
に
波
及
し
て
き
た

こ
と
な
ど
、
今
年
は
明
る
い
景

気
判
断
の
兆
し
が
見
え
る
と
の

来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
吉
本
興
業
住
み
ま
す

芸
人
「
ぶ
ん
ぶ
ん
ボ
ウ
ル
」
の

二
人
に
よ

る
コ
ン
ト

や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
が

場
を
盛
り

上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

外
の
寒
さ

に
比
べ
宴

会
場
は
穏
や
か
で
暖
か
な
空
気

に
包
ま
れ
楽
し
い
ひ
と
と
き
が

過
ぎ
ま
し
た
。
童
謡
「
春
よ
こ

い
」
に
合
わ
せ
て
輪
に
な
り
背

中
を
擦
り
合
い
、
会
員
み
な
さ

ん
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
佃
副
会
長
に
よ
る
閉
会

の
言
葉
で
新
年
会
は
終
了
し
ま

し
た
。 

今
年
も
皆
さ
ん
が
健
や
か
に

過
ご
せ
ま
す
よ
う
、
ま
た
家
業

の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

   

二
月
十
九
日
（
木
）
フ
ラ
ワ

ー
ガ
ー
デ
ン（
金
沢
市
藤
江
北
）

に
お
い
て
石
川
県
中
小
企
業
団

体
中
央
会
と
の
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
中
央
会
の
女
性
会
員

と
石
川
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
会
員
約
八
〇
名
が
参
加

し
、
活
動
事
例
発
表
と
交
流
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

活
動
事
例
発
表
で
は
中
央
会

会
員
よ
り
二
名
、
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
か
ら
は
金
沢
商

工
会
議
所
女
性
会
会
員 

㈱
ス

パ
ー
テ
ル
代
表
取
締
役 

橋
本

昌
子
氏
が
「
高
齢
社
会
が
抱
え

る
問
題
に
着
目
～
ひ
な
の
家
で

最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
～
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
を
行
な
い
ま
し

た
。
発
表
内
容
の
概
要
は
以
下



 - 2 - 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

二
七
六
―
三
八
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

二
七
六
―
三
八
一
二 

の
と
お
り
で
す
。 

橋
本
氏
は
薬
剤
師
と
し
て
二

〇
年
以
上
の
病
院
や
製
薬
会

社
・
薬
局
勤
務
を
通
し
て
「『
薬

は
使
い
方
が
と
て
も
大
切
』
と

痛
感
し
、
薬
剤
師
と
し
て
の
使

命
感
か
ら
『
日
本
一
親
切
な
薬

局
』
を
つ
く
ろ
う
」
と
平
成
十

九
年
十
月
に
㈱
ス
パ
ー
テ
ル
を

設
立
さ
れ
、翌
二
〇
年
四
月「
て

ま
り
薬
局
」
を
ス
タ
ッ
フ
四
名

で
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
十
一
店

舗
を
構
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。 こ

れ
か
ら
の
日
本
は
高
齢
化

社
会
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。
平

成
七
十
二
年
に
は
団
塊
ジ
ュ
ニ

ア
が
七
十
五
歳
を
迎
え
ま
す
。

高
齢
者
の
七
〇
％
が
何
ら
か
の

介
護
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今

ま
で
自
力
で
病
院
外
来
に
通
っ

て
い
た
人
が
通
え
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
認

知
症
の
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
病
床
数
不
足
も
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
現
況
の
中
、
高

齢
者
の「
社
会
的
入
院
」（
医
学

的
に
入
院
の
必
要
が
な
く
、
ケ

ア
の
担
い
手
が
い
な
い
な
ど
家

庭
の
事
情
等
に
よ
り
病
院
で
生

活
を
し
て
い
る
状
態
）
を
解
消

す
る
た
め
に
も
在
宅
医
療
が
見

直
さ
れ
て
お
り
、
橋
本
氏
が
経

営
す
る
薬
局
で
は
薬
剤
師
に
よ

る
在
宅
訪
問
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
医
師
の
指
示
に
基
づ

き
正
し
く
薬
が
飲
め
て
い
る
か
、

処
方
箋
以
外
の
服
用
は
な
い
か
、

副
作
用
が

出
て
い
な

い
か
等
、

体
調
に
つ

い
て
相
談

を
受
け
る

こ
と
で
安

心
し
て
薬

が
飲
め
ま

す
。
定
期
的
に
届
け
る
こ
と
で

飲
み
忘
れ
や
薬
切
れ
が
な
く
な

り
、
一
人
暮
ら
し
の
人
に
と
っ

て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
解
消
の
一
役
も
担
っ
て
い
ま

す
。 二

十
一
世
紀
は
「
地
域
包
括

医
療
」
の
時
代
で
す
。
医
療
と

介
護
が
交
流
し
て
一
人
の
人
を

看
る
。「
連
携
」
で
は
な
く
「
協

働
」
が
必
要
な
の
で
す
。
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
の

能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
な
体
制
で
す
。
在
宅
訪
問
に

か
か
わ
っ
て
き
て
感
じ
た
介
護

と
医
療
の
連
携
の
重
要
性
か
ら

レ
ベ
ル
の
高
い
専
門
業
集
団
を

つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

氏
が
運
営
す
る
、
平
成
二
十

五
年
四
月
に
開
設
し
た
有
料
老

人
ホ
ー
ム
「
ひ
な
の
家
」
は
、

医
療
と
介
護
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
我
が
家
の
よ
う
に
暮
ら

せ
る
点
が
評
価
さ
れ
、「
ジ
ャ
パ

ン
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ア
ワ
ー
ド

二
〇
一
五 

社
会
貢
献
特
別

賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か

ら
も
情
熱

と
行
動
力

で
新
た
な

る
目
標
を

め
ざ
し
、

社
会
貢
献

と
企
業
成

長
に
活
躍

さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

        

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
五
日
発
行 
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新
入
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横
江
事
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西
川 

ち
づ
る
さ
ん 

 

～
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
～ 

https://kotobank.jp/word/%E6%8B%85%E3%81%84%E6%89%8B-592500
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